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１ 「交通信号工事甲子園」創設の意義 

交通信号施設工事は、電気工事、通信工事、土木工事等の幅広い施工技術に加え、交通信 

号機が交通流に及ぼす影響についての交通工学分野の知識も求められ、蓄積された経験とノ 

ウハウが求められる極めて高度な工事です。特に、信号工事の中で交通信号機の運用停止を 

最小限にするための活線工事の技術は、現場の交通に与える影響を最小限に抑え、道路交通 

の安全と円滑の確保に大きく寄与しています。 

また近年は、交通信号機に接続する設備はますます複雑・多様化し、かつ施設の過密化に 

よる困難な条件下での工事が増加しており、施工の安全性と確実性を確保し、そして道路交 

通の安全と円滑を損なうことなく施工効率を高めるためには、施工に関する技能の一層の向 

上に加え、幅広い専門知識が必要になっています。 

これらの状況を背景に、交通信号施設工事に従事する人材の育成と専門能力向上を目的 

に、『一般社団法人全国交通信号工事技術普及協会』（以下「全信工」という。）独自の認 

定資格として、この分野の業務に従事する者で一定の能力を有すると判断される者を『交通 

信号工事士』として認定する制度を平成２３年度から発足いたしました。 

 また、この認定制度の有効期間は５年間で、その有効を延長するためには、有効期間中に 

１回技術講習会を受講するとさらに５年間の有効期間が延長される制度となっております。 

 「交通信号工事士」検定試験及び技術講習会は、いわゆる座学であります。いかに試験の 

成績が優秀であっても、現場でその知識が生かせなければ目的が達成されません。そのため 

には信号工事実技の習得が必要となります。その実技の技術向上、新技術の取得、新人教育 

を目的として、全国から選りすぐった信号工事士の技術を競うことにより、その目的を達成 

しようとするのがこの信号工事甲子園なのであります。 

 次に当協会の大きな目的が災害対策であります。 

平成２２年３月１１日本大震災が発生し多大の被害が発生しました。交通安全施設の復旧 

工事においても困難をきたしました。 

 この信号工事の仕様については各県異なり、これが他県への応援時の障害となっております。 

関東版では、交通信号工事施工ハンドブックに準じた工事内容で実施します。 

当協会としては、この技術競技会「交通信号工事甲子園」の創設と運用を通じて、優秀な

交通信号施設工事従事者の確保と育成に努めるとともに、この資格認定制度の意義が社会的

に認められるよう取り組んでまいりたいと考えています。 

 

 

 



２ 競技会の名称及び求める技能 

（１） 競技会の名称 

交通信号工事甲子園（東日本ブロック大会）とする。 

交通信号施設及び交通信号工事等に関する基礎的専門知識、技能を有する者が、交通信号 

施設工事において安全性、正確性及び迅速性を競う競技会 

 

（２） 求める技能 

ア 安全性 

工事の安全を確保するための知識を有し、その知識に基づき工事がなされているかを 

審査する。 

・ 使用資器材（使用工具・使用車両） 

・ 事前準備 

・ 関係法規の遵守 

・ 交通工学、電気工学知識 

・ 工事用車両等に関する知識 

・ 安全管理に関する知識（保安・交通誘導など） 

イ 正確性 

   取り扱う機材等の知識を有し、正確にかつ確実に取り扱っているかを審査する。 

・ 機器製造に関する知識（設計、設定など） 

・ 信号材料に関する知識（製造・柱・その他電材品など） 

・ 通信工事に関する知識（結線・配線など） 

・ 保守に関する知識（設備・機器・システムなど） 

 ウ 迅速性 

    工事に要する時間とその仕上がり程度について審査する。 

   ・ 一定時間内での作業終了 

   ・ 仕上がり程度 

３ 競技方法 

  競技は会社対抗とする。 

４ 競技内容 

 信号ケーブルの配線および結線 

 灯器の取付（車両用・歩行者用）および結線 

 点灯確認 

※点灯確認後原状復旧 

※灯器は組み立て済み 

 

 



５ 参加資格 

（１） 第２種交通信号工事士の有資格者であること（１名以上） 

（２） １会社１班の参加とし、班編成は４名(現場班長、作業員３名)とする。 

 

６ 参加費用 

  １，０００円／人（保険、昼食込み） 

 

７ 交通信号甲子園（東日本ブロック大会）日時場所 

（１） 日 時 

  令和元年５月２８日（火）  １３：００（開会式）～１６：００ 

  ※雨天決行（雷等、荒天中止） 

（２） 場 所 

 株式会社アイテック 本社  

        埼玉県熊谷市中奈良 755-9 

         

準備物 

 建柱車またはユニック車（４ｔまで） 

 高所作業車 

 保安材（作業帯用） 

 各種作業に必要な工具 

 各社統一の作業服及びヘルメット 

 安全靴及び作業に必要な工具 

 サーキットテスタ、反射チョッキ 

 資格者証 

（３） 参加者 

協会正会員 

（４） 競技仕様 

    交通信号工事施工ハンドブックに準ずる。 

（５） 実施種目 

(ア) 車両用及び歩行者用灯器取付作業 

(イ) 信号ケーブル取付及び端子箱取付作業 

(ウ) 結線作業及び灯色確認 

※点灯確認後原状復旧 

（６） 採点基準 

    採点基準（別紙３）に基づき、減点方式で採点する。 

（７） 参加企業 



（８） 傷害補償 

 ※保険料は協会にて負担。選手のみ加入しております。 

  死亡後遺  10,000千円 

  入院      5,000円 

  通院      3,000円 

 

８ 協賛企業（五十音順） 

  イワブチ株式会社 

  株式会社京三製作所 

  コイト電工株式会社 

  信号電材株式会社 

  日本信号株式会社 

  明和電機工業株式会社 

  ヨシモトポール株式会社 

 


